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こ の 論文 で は ､
企業が新製品 を開発 して 市場 に導入 して い くプ ロ セ ス を対象に研究 して い

るo とりわけ ､
企 業が既に保有す る技術 シ

ー ズ の 商品化機会を追求する とき の 活動､ お よび

競合企業や顧 客な ど利害関係者と の 関係性 の 中で相互 に共有され る ｢ 価値｣ が形成されて い

く プロ セ ス に 関JL , を寄せ て研究を行 っ て い る ｡ 具体的には､ イ ン ク ジ ェ ッ ト ･ プリ ン タ を中

心とするプリ ン タ業界 の事例をも とに考察を進 めて い る ｡ こ の事例研 究を通 じて ､
企 業が製

品 コ ンセ プ トを変革 しながら事業環境を主体的に設定 ･ 再設定 して い く様子 を明 らか に して

い る｡

序章で は ､ 本論文 の 依 っ て 立つ 視点や概念o) 導入 と論文 の 全体構成につ いて 説明 して い るo

第 1 に ､ 新製品 の 開発 ･ 導入プ ロ セ ス には ｢ 二重 の不確実性｣ が存在 して おり ､
こ れ ら 二種

類 の 不確実性 を解消･して ｢ ニ
ー ズ を充足させ る技術的手段｣ と ｢ 技術 シ ｣ ズ の 応用先｣ を特

定化 して い く こ とで新 しい製品
･ サ ー ビ ス の か たちが定まる ｡ 第 2 に ､ 技術 シ

ー ズに意志 を

込 め
､
そ の 活用方法を編み出 して ｢価値｣ を創出する主体が人間で ある と同時に､ そ の応用

結果と して の 製品
･ サ ー ビ ス に ｢価値｣ を見 い だ して 利用する主体も人間 で ある ｡ 第 3 に ､

特定の 業界内で 共有されて い る価値観で ある ｢ 業界価値｣ が存在 して おり ､ 企 業活動に
一

定

の影響を及 ぼすo 以上 の 三点を指摘して ､
企業が ､ 技術 シ ー ズか ら新製品 ･ サ

ー ビ ス の かた

ちを具現化するプ ロ セ ス にお い て は､
｢ 二 重の不確実性｣ を解消するとともに ､

｢ 業界価値｣

と自社 の保有する技術 シ
ー ズ の融合が ､ 重要 な課題で ある と述 べ る ｡

第
一

草で は､ 先行研 究の文 献サ
ー ベ イ を通 して 本論文 で取 り組む課題 を位置づ けて い る ｡

第 1 に ､ クリ ス テ ンセ ン の ｢破壊的イ ノ ベ
ー

シ ョ ン｣ の議論と従来の イ ノ ベ
ー シ ョ ン研 究に



お ける議論を比較検討 し ､
ク リス テ ンセ ン で は ｢技術転換｣ で はなく ｢ 価値転換｣ と いう視

点でイ ノ ベ ー シ ョ ン ･ プ ロ セ ス を把握 して い る こ とを明 らかにする｡ 第 2 に ､ 新製品アイ デ

ア を顧 客に詳細に説明するためた企業が主体的に 当該製品 に
~
付与 した意味づけ概念で あ

~
る

｢ 製品 コ ン セ プト｣ が ｢ 二 重の 不確実性｣ の解消に貢献する こ と ､
また

､

~ 破壊的イ ノ ベ
ー シ

ョ ン が引き起 こす ｢ 価値転換｣ は ｢ 業界価値｣ に影響 を及ぼす ｢製品 コ ン セ プトの 変化｣ を

伴っ て い るこ とを指摘する｡ 第 3 に ､
事業環境は企 業の 想像物に しか過 ぎず､ 企業は保有資

源 の も つ 価値 を最大化で きる ような事 業環境 を自ら主体的に設 定で き る と い う観点 を提示

する ｡ 以上 の点 を総括 して ､ 本論文で取 り組 む課題は ､ 個別企業が自社 の 保有する技術 シ
ー

ズ の特性を活 か せ るような ｢価値｣ をも つ ｢ 製品 コ ン セ プト｣ を提示 して ､
自社 の想定する

｢ 価値｣ が業界内で 占めるウ ェ イ トを拡大させ て いく こ とによ っ て自社 にと っ て 有利な新 し

い ｢ 業界価値｣ を形成 して い くプ ロ セ ス をプリ ンタ業界の 事例研究を通 じて 実証 して い く こ

とだと述 べ る｡

第
一

章の補論 では ､ 企業行動 のプロ セ ス を説明するうえで役 立 つ 記述 手法と して ｢ 技術 シ

ス テ ム _
･ ア プ ロ ー チ｣ を紹介す る ｡ ヒ ュ

ー ズ はそ の 著書 『電力 の 歴史』 にお い て ､
1 9 世紀

末か ら 2 0 世紀初頭 に か けて 生成
･ 発 展 して い っ た電力 シ ス テ ム の姿を ｢ 技術 シ ス テ ム

･

ア

プ ロ ー チ｣ の観点か ら記述 して い る｡ それ に より ､

｢ 技術的側面 と社会的側面｣ ､ ｢ マ ク ロ 的

問題 と ミ ク ロ 的問題｣ ､ ｢ シ ス テ ム と環境｣ と い っ た線引きをあ えて せず ､ 両者を
一

体的 に取

り
L
扱う こ と で ､ 当時 の 状況をよりリア ル に描き出すこ とに成功 して い る o こ の記述 手法によ

り
､
企業が自ら の保有する技術 シ

ー ズから ｢ 価値｣ を引き出 して商業化
･ 産業化 して い くた

めに事業環境を主体的 に設 定 して いく プ ロ セ ス - の 理解が深まる とい うこ とを指摘する ｡

第二 章で は ､ 2 0 年間にわたるイ ン ク ジ ェ ッ ト ･ プリ ン タ業界 の 発展過 程を事例研究 の か

た ちで記述 ･ 紹介す る｡ 国内外 の 市場を牽引 して きた 日本の 二 大 メ
ー

カ
ー

､･ キヤ ノ ン とセ イ

コ ー エ プ ソ ン を中心 に ､ 同業界におけるイ ノ ベ
ー シ ョ ン と市場の 発展過程を記述 して い く ｡

開発 ･ 設計 ･ 商品企 画
･ 事業統括責任者 - の イ ンタ ビ ュ

ー

調査結果 ､ 広報資料､ 国内 の新聞
･

雑誌に掲載 された記事 ､ 各種統計資料デ
ー タに基づ き ､ 同業界にお ける歴史的な製品 コ ン セ

プ トの 形成/ 変容プロ セ ス を製品開発現場 の開発者
･ 設 計者 の ミク ロ な視点か ら説明 して い

く ｡ それぞれ の 時期 ごとに､ 新製品の 開轟 ･ 導入 プ ロ セ ス の 現場に携わ っ て い た人たち は､

イ ン ク ジ ェ ッ ト プリ ンタ事業を取り巻く事業環境を どう認識 して ､
どの ように自社 の 製品

コ ン セ プト を創り上げて い っ た の か｡ また ､
自社製品が提供する ｢価値｣ をどう特定化 し､

それ を ｢ 業界価値｣ - とどの ように して繰り込 んで い こうと した の か ｡ 彼らが製品 コ ン セ プ

トを変革 して ､ 事業環境を再設定 して い く様子 を当時 の文脈に沿 っ て リ ア ル に描き出す ｡

第三章で は ､
コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン研究の 分野にお い て 新聞､ 雑誌､ 書籍 ､ ラジオ/ テ レ ビ

放送などの メ ディ ア 内容 を分析する こと で社会的文脈や行為主体 の意図を推論するた め
の

ⅠⅠ



手法として 開発され て きた ｢内容分析｣ を紹介 し､ 企業行動研究 へ の応用をはか る｡ 章の前

半で は ､ 内容分析 の 定義と歴史
､ 特徴点､ 応用事例を詳細に解説すると同時に､ 企 業行動研

究 - の 応用 可能性を模索する｡ そこ で は ､
企業 の事例研究で よく利用 され る分析手 法で ある

イ ン タ ビ ュ ー

調査 ､ 史料分析 ､
公開デ

ー

タ分析と の対 比 によ っ て ､ 内容分析を事例研 究にお

い て 活用する こ と の意義を述 べ る｡ また ､ 章の 後半で は､
イ ン ク ジ ェ ッ ト プリ ン タ楽界の

事例研究 - の 応用 をは かり ､ 実際に新製品 ニ ュ
ー ス ･ リリ ー ス の 文章を内容分析す るo 与れ

により
､ 業界全体で ｢ 重視され た製品属性 の変遷｣ ある い は ｢ 業界価値 の 動態的変化｣ を定

量的に 測定 し､ 把握で き る こ とを示すo こ こ で得られ る結果か ら､ 研究者は ､ 各時期にお い

て 主軸的に訴 求 ･ 注 目されて い た製品属性 を見分けられ ､

■
製品属性分析を実施す るうえで の

適切な属性を選択 で きる点､
および業身内で注 目され て い る製品属性 の移行を把握で きる こ

と か ら ､ 破壊的イノ ベ ー シ ョ ン の有無を確認できる点を､ そ の利点と して 指摘する｡

第四章で は ､ 第三章で事例研究 - の応用 可能性 を示 した 内容分析をさ らに活用 して ､ イ ン

クジ ェ ッ ト ･ プリ ン タ業界 にお ける個別企業間 の競争上 の 注目点にお ける差異を比較検討す

る ｡ 製品 コ ン セ プトを構成する各種 の 製品属性 - の 言及頻度(注 目度合い) を計測 した企 業別

の デ
ー

タ を相互 に比 較 して い く｡ それにより ､ 個別企 業が自社の 製品 コ ンセ プ トを どの よう

なも の と して 定義 して い た の か を浮き彫 りにす る｡ 同時に また ､
企業が自ら の技術的手段 を

活 か せる ような製品属性 を訴求す る こ とで ､ 既存 の製品 コ ン セ プトを主体的 に変革 して いく

様子 を明らか にする ｡ 具体的に は､ 第 1 の 分析によ っ て ｢ 製品 コ ン セ プト ･ トラジ ェ ク トリ

ー

(P C T)｣ を描き出す こ とで ､ 個々 の 企業の 提示す る製品 コ ン セ プトに は それぞれ独 自性 が

あり ､ それぞれ異なる製品属性を強調 しながう競争を繰り広 げて きた経緯を明示する o 次に

第 2 の 分析により ､
キヤ ノ ン とセ イ コ

ー エ プ ソ ン の 二社は ､
自 らの も つ 技術方式 の 特性 を活

か せ るような製品属性 を強調する かた ちで 製品 コ ン セ プトをまとめ上げ､ 訴 求 して きた こ と

を確認す るo

第玉 章で は､ 鹿存研究で指摘されて い た製品 コ ン セ プ ト形成上 の参照点を 5 点に 整理統合

し ､ イ ン ク ジ ェ ッ ト ･ プリ ン タ業界の 新製品 ニ ュ
ー ス ･ リリ ー ス の 内容分析デ ー タ を利用 し

て数量的に実証分析を行 っ て い る｡ そ の 結果､ 新製品 コ ン セ プトを提示する に当た っ て ､ 企

業が重視 して い る参照点を明 らか に し､ また ､ そ の 参照点に時期的な変動が見 られる こ とを

見 い だ して い る｡ 業界 の 生成期で製品の かた ちが未だ定ま っ て い な い ｢流動的段階｣ で は ､

技術 シ
ー ズそ の も の - の 注 目度合 い が多く ､

一 方､ 業界が ある程度成長 し終えて 製品 の かた

ちも固定化 して いく ｢ 特定的段 階｣ で は､ 顧客 ニ
ー ズ - の着目が増加 して い く傾向が分析結

果 に見られ るo まJ = ､ ｢ 写真印刷｣ と い う新しい 業界価値 - と ｢脱成熟
･ 価値転換｣ して 移

行する時期にお い て は ､ 再び技術シ
ー ズや 関連技術 シ ス テ ム - の 関心 の 度合 い が強ま っ て い

るこ とが結果 に表れて い る ｡ 以上 の 分析結果から ､ 顧客 ニ
ー ズより も技術そ の も の により多

地目



く注意を向ける こ とで ､ 従来とは異なる新しい 製品 コ ン セ プ トが生み出される可能性が示唆

され る｡

第六 章で は､ プリ ンタ の 消耗品(イ ン クや トナ
ー

) を製品 コ ンセ プ トの レ ベ ル か ら工夫 して

設計する こ とで ､ 純正消耗品 の 独占的市場を確保できる可能性 を指摘 し､ 製品設 計と事業設

計の 連携 の 重要性を主張する｡ レ
ー

ザ
ー

･ プリ ン タで は ､
モ ノ ク ロ か らカ ラ ー

化 したときに

｢オ フ ィ ス の 文書印刷｣ か ら ｢ カラ
ー 画像の 高速出力｣ - とプリ ン タ

.
の 用途を拡張させる こ

とに よ っ て
､
プリ ン タ本体と消耗品 の機能共有の 度合い が 郵ヒされた ｡ それにより ､

ユ ー

ザ

ー が純正消耗品を利用する こ との魅力 ･ 価値が増加 した結果､ サ
ー

ド ･ パ ー

テ ィ 製消耗品 の

市場準透 を防げる可能性が出て きた . こ の ように消耗品と製品本体がより広範に機能共有す

る必要性 が生 まれるような製品 コ ン セ プ トを考案 して ､ 顧客にそ の 必要性 を訴求 し､ 事業全

体 の設 計まで をも見通 した かたちで 戦略的に製品設計を行う こ とが､ プリ ンタ ･

メ
ー

カ
ー の

利益獲得に向けた重要な課題 で ある と述 べ る｡

第七 草で は ､ 論文全体の ま とめと結論を述 べ るo
.
新製品0) 開発と市場導入 をめざす企業が､

製品 コ ン セ プ トの変革を通 じて ､ 事業環境を自らの 保有資源 に あわせ て 再設定 して いく こ と

は
､
当たり前の 活動で ある こ と､ そ して 新製品 の 開発 ･ 導入 プ ロ セ ス には ｢ 二重 の 不確実性｣

が確 かに存在するかも しれな いが ､ それ はたい した問題 では な
p
( ､ 大切なの は､ 不確実性 の

下で の 方向を指 し示す ､
企業 の価値観 と意志 ､ そ して 自らに適 した事業環境を発明で きる能

力で ある と ､ 結論 づ ける ｡

I V




